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＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問
東京大学大学院教育学研究科 客員教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

現代日本ではなぜこんなに子育てがしんどいのか
神谷哲司先生（東北大学教育学研究科教授）

（新著の紹介）



（ご紹介）

神谷哲司
かみや てつじ

東北大学 大学院教育学研究科・教授

東北大学大学院教育学研究科博士課程修了。博士（教
育学）。いわき短期大学・鳥取大学地域学部・東北大
学大学院教育学研究科准教授を経て2021年4月より
現職。公認心理師，臨床発達心理士。
。

『発達障害の子が羽ばたくチカラ 気になる子どもの
育ち方』（共著，KADOKAWA，2025年），『子
ども家庭支援の心理学』（共編著，建帛社.，2019
年）， 『夫と妻の生涯発達心理学』（共編著，福村
出版，2016年）など
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それではご覧ください



現代日本では，なぜ
こんなに子育てがしんどいのか

神谷 哲司



新著紹介

序章：子どものことをもっと理解するには
第1章：発達障害って、いったいどんなもの？
第2章：家庭ではぐくむ子ども
第3章：学校で大きく育つ子どもたち
第4章：社会・地域との関わりを大事に
終章：発達障害を持つ子と保護者のために

川崎聡大（監修）川上康則・神谷哲司・
三富貴子・和田一郎・石田賀奈子（著）
『発達障害の子が羽ばたくチカラ 気にな
る子どもの育ちかた』

KADOKAWA  2025年
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「子どもの育ち」の生態学

子どもはさまざまな「人」の「間」で育ち「人間」になる

教育機関

託児施設
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世帯数の変動と社会変動 (神谷,2019)

第一次産業主体
戦後地域社会
拡大家族の子育て

サービス産業主体
「男は仕事女は家庭」
核家族（母親）の子育て
育児ノイローゼ
＆育児ストレス

少子化社会
単親家庭の増加
育児不安と虐待
子育て家庭の貧困

平成28年国民生活基礎調査より作成（単位：千世帯）



世帯人数から見た戦後日本の家族の変遷

• 第1期：地域社会における大家族子育ての時代

第1次産業下での相互扶助，子ども集団での育ち

• 第2期：高度経済成長下の「核家族化」の時代

三歳児神話浸透による母親だけの子育て，家族の個人化

• 第3期：家族の矮小化による子ども受難の時代

密室育児で育った世代が親になり，知識・スキルの不足



高度経済成長期における母性強調の背景

都市化(核家族)と職住分離

⇒性別役割分業の成立

「男は仕事，女は家庭」

「母よ家庭に帰れ」

(1968年 保育所入所制限)

科学的知識の伝播

⇒「ホスピタリズム」や「母性剥奪」

⇒三歳児神話の定着



1990年代 新たな親性 (宮坂，2000)

『児童心理』1998年11月号 金子書房

「子どもがかわいく思
えない/愛せない」現象
の一般化

「専門家」のアドヴァ
イスよりも，同じ母親
同士で交わされる共感
の声の方が励ましに
なっている。

1990年代の「児童虐
待」への注目



「子育ては損か？」論争

臨時増刊 アエラNo.53 

12/15号 (2000年)

「母親に全ての責任を押
しつけるような世の中が
重荷です。乳幼児や学童、
及び子育て中の両親を
もっと温かく見守る世の
中になって欲しいとつく
づく思う。子育てしてい
る人が損をしていると感
じる現状はおかしい」



まとめと課題
• かつては，「地域で子育て」が日常だった。

• 高度経済成長期に「母親だけ」の子育てとなり，
同時に母親は悲鳴を上げ始めた。

• 高度経済成長期に「母親だけ」に育てられた子
どもが，90年代以降「親」となり，子育て知識
のないまま，子育てをしている状況。

• 一方，90年代以降の子育て世代の厳しい「経済
状況」と自己責任論としての「親の責任」

↓

現代的な課題としての「子育て環境」の構築

2010年代以降の子育て環境の変化と現状の把握



本郷一夫・神谷哲司(編)

2019年2月

『シードブック

子ども家庭支援の心理学』

建帛社

図書紹介
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